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（１） 北海道型作業システムの考え方 

1.趣旨 

『森林・林業基本計画』において路網整備の加速化に向けた取り組みが求められ、北

海道森林管理局においても積極的に「林業専用道」、「森林作業道」の作設を進めること

としているところですが、フォワーダによる集材距離が過長で、必ずしも本来の目的で

ある高効率低コスト作業の効果の発現が十分とはいえない状況も見受けられる。 

このため、緩傾斜、平易な地形など北海道特有の特性を有する箇所（上川中部森林管

理署、十勝東部森林管理署）において作業のベースとなる林業専用道を可能な限り密度

を高く配置し森林作業道による集材距離を概ね 200m（最長でも 500m 以内を上限とする

こと）を目指し、外部の有識者及び路網整備技術の普及等の中核となる局署職員で構成

する委員会において検討する。 

 

2.目的 

本委員会は、北海道型作業システムとして、効率的な作業システムに対応し得る路網

の整備について検討を行うこととし、次年度以降、モデル作業地において、この検討を

踏まえた路網を開設し、民有林担当者を含めた現地検討会等のフィールドとして活用す

るなど、北海道の特性にマッチした高効率・低コスト作業の確立を目指すことを目的と

する。 

 

3.北海道の地形状況について 

日本は国土の7割が山岳地帯であり欧米主要国に比べ急峻な地形が多く林業もそのよ

うな地域で盛んに行われている。しかしながら、北海道は他県と比べその多くが複雑で

急峻ではない比較的地形が緩やかな林地であり、他の地域とは異なる地形特性を有する。 

 

 

 

 

 

急峻な地形での作業風景 緩傾斜地での作業風景 
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4.低コスト作業システムの構築について 

林業の収益性向上のためには、素材生産、特に間伐におけるコストの低減が重要な課

題となっている。このためには、高性能林業機械の性能を最大限に発揮させることを中

心とした労働生産性の向上が不可欠であり、合理的に配置された路網と、素材生産の工

程全体を通じて生産性が高まるような人材や林業機械の配置による低コスト作業シス

テムを構築することが重要である。 

 

間伐が主体となっている木材生産における、低コスト作業システムの構築に当たって

の三つのポイント 

 

① 高性能林業機械の活用 

高性能林業機械の能力によって高い生産性を確保するだけではなく、例えばグ

ラップルで直接木寄せするなど、従来の作業システムでは複数の工程や人数を必要

とした作業を大きく簡素化することができる。 

② 列状間伐 

調査の簡素化や安全性の確保にも大きな効果が期待できる。 

③ 高密度路網の整備 

高性能林業機械が真価を発揮するためには高密度の路網整備が不可欠です。 

 

使用する機械や作業の内容を踏まえ、簡易かつ耐久性のある作業路の整備が重要とな

ります。こうした、少ない人数、少ない工程の組み合わせによるシンプルな作業システ

ムこそ、高い生産性と低いコストを両立させ、国産材を安定的に供給するための基礎と

なる。 
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5. 搬出システムによるコスト削減について 

 
北海道の地形の特性（傾斜が緩やか、地形が複雑ではない）を生かすためには、出来

る限り走行速度の速い車両系（ハーベスタによる伐倒・枝払い・玉切り・フォワーダへ

の積み込み）による作業を基本とする必要がある。枝道となる森林作業道を減らし林業

専用道の路網密度を上げることで、10t 積程度のトラックや大型ホイールフォワーダ等

による高速走行が可能となることと、プロセッサによる直接木寄せのシステムが可能と

なることから搬出コストを抑えることができると考えられる。北海道の地形は「林業専

用道作設指針にある平均傾斜 30°程度以下の斜面に作設することを基本に、できるだけ

地形に沿って計画する」という指針に合致する地域が多く、耐久性にとみ長期の使用を

前提に整備する道である林業専用道の路網密度を上げることにより、搬出コストととも

にメンテナンスに掛かるコスト縮減にも期待できる。 

 
表-1 【地形傾斜・作業システムに対応する路網整備水準の目安】 

（単位：m/ha） 

基幹路網 細部路網 区分 作業 

システム 林道 林業専用道 小計 森林作業道 

路網密度 

緩傾斜地 

（0～15°） 

車両系 
15～20 20～30 35～50 65～200 100～250 

車両系 50～160 75～200 中傾斜地 

(15～30°) 架線系 
15～20 10～20 25～40 

 0～35 25～75 

車両系 45～125 60～150 急傾斜地 

(30～35°) 架線系 
15～20  0～ 5 15～25 

 0～25 15～50 

急峻地 

(35°～) 

架線系 
5～15 － 5～15 － 5～15 

 

表-2 【作業システムの例】 

 

最大到達距離 (m) 作業システムの例 区分 作業 

システム 基幹路網から 細部路網から 伐採 木寄せ・集材 枝払い・玉切り 運搬 

緩傾斜地 

（0～15°） 
車両系 150～200 30～75 ﾊｰﾍﾞｽﾀ 

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

(ｳｨﾝﾁ) 
ﾌﾟﾛｾｯｻ 

ﾌｫﾜｰﾀﾞ 

ﾄﾗｯｸ 

車両系 40～100 ﾊｰﾍﾞｽﾀ 
ﾁｪｰﾝｿｰ 

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 
ｳｨﾝﾁ 

ﾌﾟﾛｾｯｻ ﾌｫﾜｰﾀﾞ 
ﾄﾗｯｸ 

中傾斜地 

(15～30°) 架線系 
200～300 

100～300 ﾁｪｰﾝｿｰ ｽｨﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ 
(ﾀﾜｰﾔｰﾀﾞ) 

ﾌﾟﾛｾｯｻ ﾌｫﾜｰﾀﾞ 
ﾄﾗｯｸ 

車両系  50～125 ﾁｪｰﾝｿｰ ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 
ｳｨﾝﾁ 

ﾌﾟﾛｾｯｻ ﾌｫﾜｰﾀﾞ 
ﾄﾗｯｸ 

急傾斜地 

(30～35°) 架線系 
300～500 

 150～500 ﾁｪｰﾝｿｰ ｽｨﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ 
ﾀﾜｰﾔｰﾀﾞ 

ﾌﾟﾛｾｯｻ ﾌｫﾜｰﾀﾞ 
ﾄﾗｯｸ 

急峻地 

(35°～) 
架線系 500～1500  500～1500 ﾁｪｰﾝｿｰ ﾀﾜｰﾔｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｾｯｻ ﾄﾗｯｸ 
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6. 運材コストについて 

 
諸外国（ドイツ、オーストリア）との木材価格の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上記から日本の木材価格は諸外国と比べ同等なのに対し、生産費がかなり高額になっ

ていることがわかる。これは地形と林内路網密度が大きな要因となっていると考えられ

る。北海道はドイツやオーストリアのように、他県と比べ傾斜が緩やかで地形が複雑で

はない地域が多いため、この特性を生かした高密度な路網整備が可能であり下の図のよ

うに林業専用道の路網密度を上げ、森林作業道の延長を短くすることで 

①直接木寄せが可能となる 

②トラックや大型ホイールフォワーダ等により速やかに材の運搬を行うことができる 

これらのメリットにより運材コストの削減を行うことが出来ると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準的な路網 北海道の地形特性を生かした路網 
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7. 林業専用道をベースとした北海道型作業システムの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現 況】 

○ 北海道特有の地形 

・ 傾斜が緩やか 

・ 地形が複雑でない 

（本州等で実施するシステムとは異なるシステムが可能） 

○ 集材距離が過長 

・ 高効率・低コスト作業の効果の発現が十分とは言えな

い状況が見受けられる。 

【本検討会検討課題】（7 月～１０月） 

○ 北海道型作業システムの提示 

・ 効率的・効果的な路網密度の整備 

   (フォワーダにより搬出する集材距離（森林作業道）を

２００ｍ程度と想定し、地形等に応じた路網を計画） 

・ 山土場を必要としない作業システムの構築 

【期待される効果等】 

○ モデル作業地において路網を開設 

・ 作業システムの検証 

   （上川中部森林管理署・十勝東部森林管理署） 

・ 地域関係者との情報共有 

○ 技術の普及・啓発（フィールドの提供） 

・ 民有林担当者を含めた現地検討会場として活用 
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【作業システムと路網の組み合わせ】 

○ 効率的な作業システムに対応し得る路網を整備 

林業専用道を高密度に配置して、フォワーダによる森林作

業道の運搬距離をできるだけ短縮 

林業専用道までの集材距離

（森林作業道）の短縮化 

作業の効率化・低コスト化

が実現可能 

車両系システム
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（２）北海道型作業システム踏まえた 

林業専用道をベースとした路網整備の検討 
 

 

 

 

 

 

 

① 十勝東部森林管理署モデル作業地 

② 上川中部森林管理署モデル作業地 
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① 十勝東部森林管理署モデル作業地 

 

 
 

 

 

 

陸別町地区 

 

 

 

 

 

 

 

十勝東部森林管理署 宇遠別森林事務所部内 
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1.計画位置と概要 

①陸別町 

計画箇所は、陸別町で北海道道津別陸別線の重複区間から分岐する北見市と白糠町を

陸別町経由で結ぶ北海道道 143 号北見白糠線の、陸別町分岐地点から 4.2ｋｍの地点を

起点とする、宇遠別川の左岸側を対象とする区域である。 

対象になる林地面積は 196ha で、主にトドマツとアカエゾの造林地

で、その他ストローブマツなどが植えられている。林齢は 34～ 48 年と

比較的若い森林となっている。  

地 形 区 分 と し て は 対 象 区 域 が ほ ぼ 8°～ 15°の 傾 斜 地 と な っ て い る

が、沢付近については 15°～ 30°程度の傾斜地と考えられる。  
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２.路線の計画概要と構造規格等 

 

①陸別町 

 
管 理 署 名  十勝東部森林管理署 

 

路 線 名  未定 

 

計 画 延 長  10,000ｍ 

 

幅 員  3.0ｍ 

 

構 造 規 格  ２級  

 

制 限 林  水源涵養保安林 

 

そ の 他 法 指 定  なし 

 

場  所  北海道足寄郡陸別町 

 

対 象 林 班  １０２２、１０２４林班外 

 

障 害 物  なし 

 

林 地 の 植 生  地 表 クマイ笹 

          普通林（主な樹種） カンバ、ミズナラ、カツラ他広葉樹 

          造林地（樹種） トドマツ、アカエゾ、ストローブマツ   

 

主 要 動 植 物  天然記念物や、学術上価値の高い生物郡集および、生物の所在地

には該当していない。 

 

地    質  土質区分 

上層部： 砂・砂質土、粘性土 

下層部： 第３紀 礫岩、砂岩、泥岩、石炭 

     ｼﾞｭﾗ紀～下部白亜紀 輝緑凝灰岩、輝緑岩、石灰岩 

 

土      壌  適潤性褐色森林土、適潤性褐色森林土（偏乾性型）、  

弱湿性褐色森林土 
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傾 斜 区 分 図 Ｓ＝1：50,000 
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モデル地区事業スケジュール

種別 予定量m 工期 収穫調査 公売 搬出期限 着手 終了 林小班 調査量（予） 生産量
格上げ作 520 1022は 1,748 1,224
新設 1,480 1022ろ 1,373 961
設計変更 420 1022ろ1 143 100

0
0

計 2,420 3,264 2,285

種別 予定量m 工期 収穫調査 公売 搬出期限 着手 終了 林小班 調査量（予） 生産量
格上げ作 1022い 1,637 1,146
新設 3,040 1024い 907 635
設計変更 1024ろ1 489 342

0
0
0

計 3,040 計 3,033 2,123
格上げ作 520 1022へ 2,182 1,527
新設 1,940 0
設計変更 0

0
0

計 2,460 2,182 1,527

種別 予定量m 工期 調査 公売 搬出期限 着手 終了 林小班 調査量（予） 生産量
格上げ作 1022に 325 228
新設 2,750 1022ほ 414 290
設計変更 1022り 747 523

1022ぬ 305 214
1022る 548 384
1022か 414 290
1022わ 169 118
1022お 573 401

計 2,750 3,495 2,447
ＡＢ合計 10,670 11,974 8,382

5,446 3,812
6,528 4,570

H26.7.1 H27.2.28

Ｈ26年度生産量
Ｈ27年度生産量

調査設計 立木販売 新設工事
H27年度

B

H25.2.15
H25.3.1
～3.20

H25.04 H25.6.30 H25.7.1 H26.1.31

H25年度 H25～H26年度 H26年度
事業着手箇所及び数量

H25.11.15
H25.11.16
～11.30

H26.01 H26.6.30

H26.01

A
H25年度 H26年度 H27年度
調査設計 新設工事 事業着手箇所及び数量

H25.11.15
H25.11.16
～11.30

立木販売

H26.6.30 H26.7.1 H27.2.28

H26.1.31

路線別

H25～H26年度

H26年度

H25.2.15
H25.3.1
～3.20

H25.04 H25.6.30

H25年度
新設工事 事業着手箇所及び数量

H25.7.1

H24～H25年度
立木販売

H24年度
調査設計
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３.路網計画図 S＝1：10,000 
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３.路網計画図（航空写真） S＝1：10,000 
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４.林業専用道の標準的な断面 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切土 1：0.8 盛土 1：1.2 の場合 

切土 1：0.6 盛土 1：1.2 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断傾斜３０° 

横断傾斜２５° 

横断傾斜３０° 

横断傾斜２５° 

切土 1：0.6 盛土 1：1.2 の場合 
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５.計画地の現況写真  

 

① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道道 143 号北見白糠線の陸別側から作業道入口 
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５.計画地の現況写真  

 

② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業道入口  
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５.計画地の現況写真 

  

③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設作業道国有林境界線からＥＰ側 
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５.計画地の現況写真 
 

④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1024 林班ろ 2 小班の分収育林入口付近 
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５.計画地の現況写真 
 

⑤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分収育林表札 
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５.計画地の現況写真 
 

⑥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恩根内林道終点付近 
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５.計画地の現況写真 
 

⑦ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設作業道の沢渡り 
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５.計画地の現況写真 
 

⑧ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設作業道沢渡り箇所から終点方向 
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５.計画地の現況写真 
 

⑨ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設作業道からの枝線となる集材路跡① 
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５.計画地の現況写真 
 

⑩ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設作業道からの枝線となる集材路跡② 
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５.計画地の現況写真 
 

⑪ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1020 林班ろ小班の集材路跡 

 

 

29



 

５.計画地の現況写真 
 

⑫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1020 林班わ小班の沢渡り方向 
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５.計画地の現況写真 
 

⑬ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視察状況 
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② 上川中部森林管理署モデル作業地 

 

 
 

 

 

 

美瑛町地区 

 

 

 

 

 

 

 

上川中部森林管理署 朗根内森林事務所部内 
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1.計画位置と概要 

②美瑛町 

計画箇所は、上川郡美瑛町と清水町を結ぶ一般道道忠別清水線を起点から 9.4ｋｍの

地点で、右側に分岐する十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近を起点とし、十八線川の右岸側を

対象とする区域である。 

対象になる林地面積は 146.55ha で、主にトドマツとアカエゾの造林

地である。また、 1041 林 班 い 小 班 の 林 齢 が 60 年 の ト ド マ ツ を 除 き 、

林齢が 32～ 47 年と比較的若い森林となっている。  

地 形 区 分 と し て は 大 椴 ・ 十 八 線 連 絡 作 業 道 の 一 部 と 大 椴 作 業 道 を 含

む北東側が 30°以上となるが、それ以外の大部分が 15°～ 20°未満の

傾斜地で次いで 8°～ 15°の傾斜地となっている。  
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２.路線の計画概要と構造規格等 

 

②美瑛町 

 
管 理 署 名  上川中部森林管理署 

 

路 線 名  未定 

 

計 画 延 長  6,500ｍ 

 

幅 員  3.0ｍ 

 

構 造 規 格  ２級  

 

制 限 林  水源涵養保安林 

 

そ の 他 法 指 定  なし 

 

場  所  北海道上川郡美瑛町 

 

対 象 林 班  １０４１、１０４２、１０４３、１０４４林班外 

 

障 害 物  一部地すべり分布図に該当箇所が含まれている。 

 

林 地 の 植 生  地 表 クマイ笹 

          普通林（主な樹種） カンバ、ミズナラ、イタヤカエデ他広葉樹 

          造林地（樹種） アカエゾ、トドマツ   

 

主 要 動 植 物  天然記念物や、学術上価値の高い生物郡集および、生物の所在地

には該当していない。 

 

地    質  土質区分 

上層部： 砂・砂質土、礫質土 

下層部： 新第三紀 普通輝石安山岩 しそ輝石安山岩 

 

土      壌  適潤性褐色森林土及び弱乾性褐色森林土 

 

 
 

35



 
36



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

傾 斜 区 分 図 Ｓ＝1：50,000 
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３.路網計画図 S＝1：10,000 
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３.路網計画図（航空写真） S＝1：10,000 
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４.林業専用道の標準的な断面 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切土 1：0.8 盛土 1：1.2 の場合 

切土 1：0.6 盛土 1：1.2 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断傾斜３０° 

横断傾斜２５° 

横断傾斜３０° 

横断傾斜２５° 

切土 1：0.6 盛土 1：1.2 の場合 
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５.計画地の現況写真  

 

① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大椴・十八線連絡作業道 1043 林班ｲ小班の沢渡り道路から上流方向 
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５.計画地の現況写真  

 

② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沢渡りからＢＰ方向 
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５.計画地の現況写真 
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沢渡りからＥＰ方向 
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５.計画地の現況写真 
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1043 林班ｲ小班の沢渡り箇所呑口の状況 
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５.計画地の現況写真 
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1043 林班ほ小班の集材路跡 
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５.計画地の現況写真 
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大椴・一八線連絡線作業道の尾根部 
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５.計画地の現況写真 
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尾根頂上部からＥＰ方向 
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５.計画地の現況写真 
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視察状況 
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５.計画地の現況写真 
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大椴・十八線連絡線作業道と大椴作業道の合流点 
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５.計画地の現況写真 
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作業道合流点から大椴・十八線連絡線作業道ＢＰ方向 
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５.計画地の現況写真 
 

⑪ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業道合流点から大椴作業道終点方向 
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５.計画地の現況写真 
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大椴作業道終点方向 

 

 

54



 

５.計画地の現況写真 
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視察状況 
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